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事業事前評価表 

 

国際協力機構中東・欧州部 

中東第一課 

 １．案件名                                                      

国 名：エジプト・アラブ共和国（以下、「エジプト」） 

案件名：開発計画・政策実施能力強化における知見共有プロジェクト 

英名：Sharing Knowledge on Development and Implementation of Execution Plans Project 

  

 ２．事業の背景と必要性                                             

（1）当該国における国家開発計画策定・実施の現状と課題 

エジプトではこれまで各省庁から上げられる 5 カ年の国家の主要プロジェクトに対する投資

計画を取り纏めたものを「5 カ年計画」と称し、直近の第 6 次計画（2006/07-2011/12）まで策定

を行ってきた。しかしながら、2011 年に起きた革命後のエジプトでは、悪化する経済状況1、市

民社会の意識の高まりを背景に、各省の要望をそのまま計画に反映するのではなく、より民意

を反映した形で新しい国家・社会のビジョンを示し、その実現のためにより戦略的で透明性の

ある開発計画を策定・実施していくことが政府の差し迫った課題となっている。このような状況

の下、2011 年 3 月、エジプト政府は我が国に対し新たな国家開発計画策定の支援を要請し、

JICA による約 1 年半に渡る専門家派遣を通じた開発計画策定のための協力が実施された。

その結果、計画・国際協力省（MOPIC）は、革命後の国家開発の展望及び戦略を示した

「2022 年までの経済及び社会開発計画のための戦略的フレームワーク」（以下、「戦略的フレ

ームワーク」）を初めて策定し、今後、同フレームワークに基づいた公共事業投資計画を策定・

実施していく計画である。 

先述の通り、MOPIC はこれまで、セクター各省庁や地方政府から提出された新規要望の事

業リストを取り纏めることで、セクターや地域毎の予算配賦額を決定するボトムアップ式による

毎年の投資計画を策定してきており、国の開発政策を基礎として予算配賦計画に反映した経

験がないため、右を行う上での体制は整備されておらず実行に移すためのノウハウも不足して

いる状況である。一方でMOPICが取り扱う公共事業予算は、国家財政の約15％を占めており、

MOPIC 内の体制整備、人材育成を行い、同予算をより戦略的かつ計画的に執行していくトッ

プダウン式の方途を採りいれる必要性が、財政赤字の拡大や経済情勢の悪化とも相まって一

層増している。 

                                                  
1 2011/12 年度のエジプトの主要経済指標は以下の通り：外貨準備高は、2009/10 年度比で

－46％（約 150 億ドル）、財政赤字は同比で約 1.5 倍に増加（約 64 億ドル）、失業率は同比

2.6％増し（12％）、実質 GDP 成長率は 1.8％に減少（2009/10 年度は 5.1％）（注：エジプ

トの財政年度は毎年 7 月より開始）。 

技プロ用 
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開発政策を予算配賦計画に反映させるための方途として、MOPIC では、戦略的フレームワ

ークに数値目標等を加えた具体的な計画とするための開発実行計画を策定する計画である。

このため同開発実行計画の策定にあたる計画委員会を首相下に設置し、産官学の有識者を

招聘し、セクター各省庁の参加も得た連携・協調の上で、より包括的で戦略的な計画の作成

が目指されている。 

このような取り組みは MOPIC として初めて実施するものであり、具体的な実施プロセスの知

見や、組織的・人的基盤が不足している。以上を背景に、エジプト政府は、上記開発実行計

画の策定と実施のために必要な計画委員会を始めとする体制の整備および人材育成を推進

するため、新たな技術支援を我が国へ要請してきた。 

 

（2）当該国における開発政策と本事業の位置付け 

 2011 年の革命後、旧計画省（MOP）と旧国際協力省（MOIC）は統合され、新たに計画・国際

協力省（MOPIC）が設置された。新たな MOPIC ではより民意を反映した形での国家開発のビ

ジョンを示し、開発計画を戦略的に透明性を持って実施していくことが目指されている。 

MOPIC は、1973 年の計画法に基づいて、中・長期開発計画と年度毎の投資計画を策定す

る権限と責任を保持しており、これまで 5 ヵ年の中期開発計画と、年間投資計画を策定してき

た。第 6 次 5 ヵ年計画は 2012 年 6 月で終了し、10 年間の戦略的フレームワークが我が国によ

る支援を得て策定された。MOPIC は同文書を「戦略的フレームワーク2」として位置付け、その

下にこれまでの 5 ヵ年開発計画に代わる開発実行計画（期間は現時点で未定）の策定を計画

しており、同計画の策定・実施に関する我が国の支援を要請している。 

 

（3）ガバナンスセクターに対する我が国及び JICA の援助方針と実績 

我が国は2011年5月に開催されたドーヴィル・サミットにおいて、中東・北アフリカ諸国の改

革支援の重点分野の一つとして「公正な政治・行政運営の実現」を指針とすることを発表して

いる。また対エジプトの事業展開計画において、「安定的な民主化体制への移行」が我が国が

取り組むべき開発課題の一つとして目指されており、その中で「公正な政治・行政運営の実現

支援」が重点的に目指すプログラムの一つとして掲げられている。 

 

（4）他の援助機関の対応 

国連開発計画（UNDP）は国家開発事業の評価・モニタリングに関する能力強化事業（「国

家開発支援のための業績主義運営能力強化」事業、第一フェーズ：2011～2013年）を国家行

政開発省向けに実施中である。 

ドナー側の援助調整窓口である開発パートナー・グループ（DPG）や、他の主要援助機関

は、MOPICの開発計画策定・実施能力や各種事業の調整能力に関して能力開発の必要性

                                                  
2 同フレームワークは MOPIC 大臣によって承認をされており、現在 MOPIC のウェブサイ

トに公開されている。 
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が高い旨、共通の認識を有しているものの、同省を直接の対象とした類似事業は実施されて

いない。 
 

 ３．事業概要                                                     

（1）事業目的（協力プログラムにおける位置づけを含む） 

本事業は、エジプトにおいて、国家開発計画（「戦略的フレームワーク」）を基礎とする開発

実行計画を策定・実施するための組織体制の構築と、係る職員の能力向上を行うことにより、

同開発実行計画がエジプト政府による社会的ニーズを反映した国家優先政策にしたがって策

定・実施されることを図り、もってエジプトの国家開発計画の実施の仕組みが確立されることに

寄与するものである。 

 

（2）プロジェクトサイト／対象地域名 

エジプト全土 

 

（3）本事業の受益者（ターゲットグループ） 

計画・国際協力省（MOPIC）計画局及び関係省庁（財務省、産業貿易省、投資省等）職員。

MOPIC において開発計画の策定に携わる管理職、開発計画に携わる計画委員会事務局職

員（計画局職員）約 30 人。 

 

（4）事業スケジュール（協力期間）  

2013 年 6 月末～2016 年 5 月末（3 年間）（予定） 

 

（5）総事業費（日本側）  

約 4.8 億円 

 

（6）相手国側実施機関  

計画・国際協力省（MOPIC） 

 

（7）投入（インプット） 

1）日本側  

・専門家派遣（総括/経済産業政策、制度構築、研修・運営管理） 

 ・上記専門家に加え、プロジェクトの進行を踏まえ 3～4 名/年の専門家を派遣を想定（経済

統計、制度政策、国民経済計算等） 

＊専門家の合計 M/M：119.49M/M 

・本邦研修年 1 回（約 3 週間）×3 年 （社会制度、経済産業政策、地方自治制度等） 

＊研修分野はプロジェクトの進行を踏まえ、必要な分野を決定する。 
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・現地セミナー、ワークショップ開催 

・海外経験共有セミナー 

・プロジェクト実施に係る経費の一部 

・プロジェクト実施に必要な機材（文具、消耗品等） 

 

2）エジプト側 

・カウンターパートの人材配置 

プロジェクト・ディレクター（MOPIC 計画省担当次官） 

プロジェクトマネージャー（MOPIC 計画局 局長） 

計画委員会委員（MOPIC 省及び関連省庁、学会、民間企業等の代表者）約 30 人 

・計画委員会事務局職員（計画局職員、30 人程度） 

・プロジェクトオフィス・設備 

 

（8）環境社会配慮・貧困削減・社会開発 

1） 環境に対する影響/用地取得・住民移転 

①カテゴリ分類 C 

②カテゴリ分類の根拠：戦略的フレームワークは、環境面における取り組みについても包含

しており、本プロジェクトの実施によって環境に正のインパクトがあることが見込まれる。 

 

（9）関連する援助活動 

1）我が国の援助活動 

 我が国は、2011 年 6 月以降、随時以下の事業・研修等を実施し、MOPIC による戦略的フレ

ームワーク策定支援と、MOPIC 職員の能力強化支援を行ってきた。本プロジェクトのデザイン

は、これら事業・研修等によって把握された状況や課題に基づき策定されている。 

（1）2011 年 6 月～2012 年 6 月 円借款案件形成・監理専門家派遣 「エジプト開

発計画策定支援」 

（2）2011 年 9 月～10 月 基礎調査・調査団（産業政策、国土開発計画分野） 

（3）2011 年 9 月～10 月 短期専門家（国民経済計算分野） 

（4）2011 年 11 月～12 月 国別研修・エジプト「政策立案・実施能力向上」 

（5）2012 年 1 月～3 月 短期専門家「開発計画策定支援調査（統計分野）」 

 

2）他ドナー等の援助活動 

前述のとおり、UNDPは、「国家開発支援のための成果主義運営能力強化」事業（第一フェ

ーズ：2011～2013年）を実施中。事業規模は740千ドルと比較的小規模であるが、MOPICや統

計局等、国家開発計画に関連する省庁への事業評価分野を中心とする技術支援を国家行政
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開発省を通じて行うフレームワークを持った事業であり、今後調整を行っていく必要がある。 

また本プロジェクトは、各援助機関が今後エジプト向け支援戦略ペーパーを各々作成する

際に参照すべきエジプトの開発計画に関係するものであり、他機関の関心は非常に高い。ま

た MOPIC の事業や予算の調整能力に関する能力開発の必要性についても認識を共有して

いるドナーが多く、今後本プロジェクトの事業内容や進捗について、DPG 等の場において適

宜共有していくことが望まれる。 

 

 ４．協力の枠組み                                                  

（1）協力概要 

＊本プロジェクトは、戦略的な国家開発政策の実施のための仕組みを MOPIC に新たに導入

することを試みるものであり、プロジェクト実施に関する個々の活動内容やアプローチの方途

は、プロジェクトの進捗に応じて最適な方途を選択し行っていく必要があるため、本プロジェク

トのデザインには柔軟性を持たせた。一方でプロジェクト管理の方途については詳細に規定し

ており、活動項目に組み込んでいる。 

 

1）上位目標： 

エジプト政府による社会的ニーズを反映した国家優先政策にしたがって、国家開発計画が実

施される仕組みが確立される。 

【指標】 

① 開発実行計画の策定プロセスにおいて、産官学や市民社会の知見が活用される仕組み

が構築される。 

② 開発実行計画を年間投資計画に反映させるためのプロセスとスケジュールの制度化が確

認される。 

 

2）プロジェクト目標： 

エジプト政府による社会的ニーズを反映した国家開発計画にしたがって、開発実行計画が策

定・実施される。 

【指標】 

① 開発実行計画に MOPIC 外部の有識者や関連省庁の見解が反映されるためのプランニ

ング・コミッティーが開催される。 

② 開発実行計画を反映させた年間投資計画が毎年策定及びモニタリングされる。 

 

 

3）成果及び活動 

成果 1．編成されたプロジェクトチームによって、年間プロジェクト実施計画が策定され、実施さ

れる。 
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【指標】 

① 配置されたカウンターパートの人数・背景・業務分掌 

② 現状分析の結果、抽出された課題を示す報告書、各課題毎の達成目標・期限目標を示

す報告書が作成され、JCC によって審議・承認される 

 

【活動】 

1－1．プロジェクト活動の計画・運営の権限を持った責任者を任命し（カウンターパートの配

置）、計画委員会設置に向けたプロジェクトチームを編成する。 

1－2．課題毎の達成目標・期限目標に関する現状分析を行い、プロジェクト推進のためのア

プローチ法が決定される。 

1－3．プロジェクト活動と計画を承認するための JCC を半年毎に開催する。 

 

成果 2．開発実行計画を策定・実施するための MOPIC の組織的枠組みが整理され、MOPIC

職員の能力が強化される。 

【指標】 

① 計画委員会メンバーの人員構成、委員会の開催頻度 

② MOPIC 内計画委員会事務局の人員構成と計画委員会の運営状況 

③ 海外経験共有セミナー・本邦研修参加者の人数・範囲、満足度 

④ セミナー、ワークショップの開催数・参加人数・参加者の範囲 

⑤ 開発実行計画の策定・実施プロセス（投資計画への反映）が確定する 

 

【活動】 

2－1．プロジェクトチームが中心となり、他省庁、民間セクター、大学等と連携、調整を行い、

官民学の有識者による計画委員会を設置する共に、同委員会の運営に携わる事務局を

MOPIC 内に設置し、運営規定を定める。 

2－2．計画委員会を定期的に開催し、開発実行計画の骨子を策定する。 

2－3．他国における国家開発計画策定・実施に関する知見を海外経験共有セミナーや本邦

研修により習得する。 

2－4．開発実行計画策定・実施の能力を強化するための現地ワークショップ、セミナーを開催

する。 

 

成果 3.戦略的フレームワークに基づいた開発実行計画が策定される。 

【指標】 

① 開発実行計画に、計画委員会の見解が反映された度合い 

② 計画委員会の開催頻度 

③ 開発実行計画が策定された時期 
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【活動】 

3－1．開発実行計画を策定・実行する。 

 

4）プロジェクト実施上の留意点 

 戦略的フレームワークの公的位置付けの強化 

年間投資計画は、毎年議会承認を経るプロセスが制度的に確立しており、過去の 5 ヵ

年計画についても同様である。一方、戦略的フレームワークは、MOPIC 大臣の承認を得

たものが、2012 年 11 月に MOPIC の公式ホームページに掲載された。政情が不安定な

現下で、エジプト政府にとって新たな試みとなった戦略的フレームワークの議会承認を求

めていく妥当性を鑑みつつ、戦略的フレームワークの公的位置付けを強化するために可

能な各種措置を採っていく必要がある。 

 開発実行計画のフェーズ分けの再規定の必要性 

当初、戦略的フレームワークでは、2012/13 年度からの 10 か年を対象にしており、①社

会復興計画（1～2 年）、②経済自立化（5 年）、③社会経済的成長への移行期（3～4 年）

の 3 フェーズに分けた開発実行計画の策定が提言されていた。しかしながら同開発実行

計画は未着手のため、プロジェクト開始後に、①～③について、今後の 8～9 年間を対象

とした開発フェーズを規定し直し、各対象期間を新たに決定していくこととなる。 

 プロジェクトチームと計画委員会の人選の重要性 

本プロジェクトは、MOPIC 大臣の支援を得つつ、戦略的フレームワークの主編集者で

あった大臣アドバイザーを中心的なカウンターパートの一人として実施される。本プロジェ

クトは、MOPIC においてこれまで行われていなかった戦略的な国家開発政策を踏まえた

開発実行計画の策定・実施のための仕組みを新たに導入することを試みるものであり、ド

ラスティックな変化に対応させるための各種措置が必要となってくる。その一つとして、プ

ロジェクト開始期に、MOPIC 職員を中心としたプロジェクトの意義と内容をよく理解したカ

ウンターパートによるプロジェクトチームの編成を行うと同時に、同プロジェクトチームを中

心に計画委員会の人選を慎重に行い、MOPIC 大臣をヘッドとしトップダウンで MOPIC の

組織改革や新規プロセスの導入を図っていく必要がある3。計画委員会は開発実行計画

策定の中心となる、非常に重要な役割を果たす組織である。より民意を反映した開発実

行計画を策定する計画委員会の人選は、以下にも述べるとおり MOPIC 内にとどまらず広

く民間セクター、他省庁、学識経験者から適切な人材を委員に任命していくことが肝要で

                                                  
3 組織改革や計画策定に関する新規プロセスの導入については MOPIC と合意済であり、今

後 MOPIC 内で組織改革が実際に行われていく予定である。 
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ある。 

 民間セクターとの調整・連携の重要性 

産官学の連携による開発実行計画の策定を目指し、計画委員会の委員として各セクタ

ーの有識者を招聘する。特に民間セクターは GDP の 7 割を占める経済開発の牽引セクタ

ーであるため、公共事業の予算配賦を行う上でも同セクターとの調整・連携は不可欠であ

る。 

 

（2）その他インパクト 

エジプトは、戦略的フレームワークにおいて、2022 年までに国民所得倍増や、失業率の大

幅な減少、生活の質の向上等を優先政策課題として掲げている。本事業の上位目標としてい

る国家開発計画が国家優先政策にしたがって実施される仕組みが確立することで、上記政策

課題の達成に直接的に貢献することとなる。 

より短期的には、戦略的フレームワークに基づいた開発実行計画の策定、諸政策の立案・

予算配賦が実現されることで、効率的な予算配賦が可能となる他、民意をより反映した形で政

策の策定・実行に繋がることが期待される。 

 

 ５．前提条件・外部条件 (リスク・コントロール)                                  

（1）事業実施のための前提 

なし 

（2）成果達成のための外部条件 

・開発実行計画の策定・実施に必要な職員・予算が MOPIC 及び関連機関に配置・配賦さ

れる。 

・プロジェクトにおいて研修を受けた職員の多くが引き続き業務を続ける。 

・選挙等によってプロジェクト運営に影響を及ぼすような MOPIC の組織改編や人事異動が

起こらない。 

（3）プロジェクト目標達成のための外部条件 

 ・エジプトの政治経済環境が安定している。 

・エジプト政府による国家開発計画の策定・実施プロセスを改革する方針が変更されない。 

（4）上位目標達成のための外部条件 

  なし 

                                                                      

 ６．評価結果                                                     

本事業は、エジプトの開発政策、開発ニーズ、日本の援助政策と十分に合致しており、また
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計画の適切性が認められることから、実施の意義は高い。 

 

７． 過去の類似案件の教訓と本事業への活用                                

（1）横断的な関係部局・組織による調整、プロジェクトの実施に必要な組織の設置による効果

的なプロジェクト運営 

ラオス「公共投資プログラム運営管理強化プロジェクト」（2008～2011 年度）では、プロジェク

ト運営委員会による横断的な部局の調整、課題毎のタスクチームの設置等により、カウンター

パートの広範な巻き込み及び課題毎の知見の活用が可能となり、公共投資プログラムの編成

及びモリタリング・評価能力の向上に繋がった。本プロジェクトにおいても、プロジェクト運営チ

ームを通じて、セクター横断的な計画委員会を設置し、プロジェクトチーム及び同委員会を通

じて、旧計画省の関連する全ての部局を調整しつつ、セクター各省庁や産官学の各セクター

からの代表者も招き、コンセンサスに基づいた開発実行計画の策定及び実施を進めていくこと

を企図している。またプロジェクト開始後には、計画委員会をはじめとして、開発実行計画の策

定・実施に必要な関連組織を設置・規定し、役割分担をした上でプロジェクトを進めることとし

ており、同様に効果的なプロジェクト運営を目指している。 

 

 ８．今後の評価計画                                                 

（1）今後の評価に用いる主な指標 

  ４．（１）のとおり。 

（2）今後の評価計画 

事業終了 6 ヶ月前 終了時評価（2015 年 12 月頃を予定） 

事業終了 3 年後 事後評価（2019 年 6 月頃を予定） 

 

 

以 上 


